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道路に面した部分の外壁の壁面見附面積の２０%以上（1階外壁部分）に、自

然素材である木を用いることで、木のぬくもりと、経年による色の変化と共に

多彩な表情を楽しむことができます。

また、ウッドデッキを設置することで、屋内外の連続性をもたらしています。

※無断転載禁止

敷地内の舗装材の素材（３種類：各素材

の使用面積は、対象面積の５％以上[川砂利

洗い出し、洗い出しヤマブキ色、砂利敷き

6号砕石]）に配慮し、変化をつけることで、

魅力的な空間を演出しています。

玄関部分の軒下空間の広さを２㎡以

上とすることで、雨の日でも気にな

らない、おもてなしの空間を演出し

ています。

敷地に接する道路から見える箇所

に2本以上の中木を植栽し、緑豊

かで潤いのある通りを演出してい

ます。

ウッドデッキを設けることで、

屋内外をつなぐ憩いのスペース

を創出しています。


